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毎月２回、 市 が 発 行 し て い る 行 政
広報誌。平成17年の合併後、「広報
なすしおばら」としてさまざまな話
題や情報をお伝えしてきました。広
報誌は多くの市民の目に触れる媒体
で、まちの身近な情報がつまったも
の。だからこそ幅広い世代に読まれ、

親しまれるものでなければなりませ
ん。今回号から広報なすしおばらが
リニューアルします。皆さんに親し
まれる紙面づくりのために必要なこ
とは何か、広報誌のあり方や皆さん
の意見から広報なすしおばらのこれ
からを探ります。

消
滅
の
宣
告
を
受
け
た
各
自
治
体

　
２
０
１
４
年
５
月
、
日※

本
創
成

会
議
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、
日

本
全
国
に
激
震
が
走
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
全
国
約
１
８
０
０
自

治
体
の
う
ち
、
２
０
４
０
年
ま
で

に
半
数
近
い
の
８
９
６
自
治
体
が

消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

も
の
。

　
少
子
化
と
人
口
流
出
が
続
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
20
～
39
歳
の
女
性

の
人
口
が
、
５
割
以
上
減
る
可
能

性
の
あ
る
自
治
体
が″
消
滅
可
能

性
都
市
”の
宣
告
を
受
け
ま
し
た
。

若
い
女
性
が
減
れ
ば
人
口
は
増
え

ず
、
自
治
体
と
し
て
の
存
続
が
不

可
能
な
状
態
に
陥
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
地
方
が
持
続
可
能
な
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
に
「
地
方
創

生
」
の
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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魅
力

発
掘

研
磨

共
有

生き抜くために
伝えること

特
集
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地方創生とは
東京などの大都市圏への人
口集中を是正するため、地
方がそれぞれの特徴を活か
しながら、魅力あふれるま
ちのあり方を築くための取
り組み。地方に人を呼び込
み人口減少に歯止めをか
け、日本全体の活力を上げ
ることが主な目的。

※日本創成会議
シンクタンク・日本生産性
本部が発足させた民間の会
議体。日本のエネルギー問
題や人口問題などに関する
政策提言を行っている。

ラブレター

Love letter

Love letter

取
材

企
画

編
集

校
正

印
刷

配
布

施
策
や
ま
ち
の
話
題
な
ど
か

ら
、
特
集
の
企
画
や
全
体
の

ペ
ー
ジ
構
成
を
決
め
ま
す
。

特
集
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
ま

ち
に
関
す
る
写
真
を
撮
影

し
、
時
に
は
市
民

の
皆
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

取
材
を
元
に
文
章
を
練
り
、

写
真
と
組
み
合
わ
せ
て
紙
面

の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
作
成
し

ま
す
。

伝
わ
り
や
す
い
内
容
か
、
誤

字
脱
字
は
な
い
か
な
ど
、
入

念
に
記
事
の
内
容
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

最
終
的
な
記
事
の
デ
ー
タ
を

業
者
に
送
り
、
印
刷
製
本
し

ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
広
報
誌
を
各

自
治
会
の
協
力
を
得
て
、
皆

さ
ん
の
家
庭
に
届
け
ま
す
。

▶ ▶▶ ▶▶ ▶

広
報
な
す
し
お
ば
ら
は

こ
う
し
て
作
ら
れ
ま
す

約2週間約1週間

定
住
し
た
く
な
る
魅
力
の
発
掘

　
消
滅
を
回
避
す
る
に
は
、
人
口

の
流
出
を
抑
え
な
が
ら
人
を
呼
び

込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
が
、
ま

ち
に
定
住
し
た
く
な
る
魅
力
が
あ

る
か
ど
う
か
で
す
。

「
わ
が
ま
ち
の
魅
力
は
何
か
」

今
、
全
国
の
自
治
体
で
そ
の
掘
り

起
こ
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

重
要
性
が
増
す
広
報
誌
の
役
割

　
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、
そ
れ

を
磨
き
上
げ
て
価
値
を
高
め
、
周

り
に
伝
え
て
い
く
。
こ
れ
を
市
民

と
行
政
が
協
働
で
行
う
こ
と
で
そ

の
効
果
が
強
ま
り
ま
す
。

　
両
者
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
広
報
誌

の
担
う
役
割
は
大
き
く
、
人
口
減

少
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
あ
り

方
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

高まる広報誌の重要性
生き残りをかけて始まった"まちの魅力発掘"

これからの人口減少社会で"消滅"が予見されている地方。
「地方創生」のために重要なツールが「広報誌」でした。


